
新年度更新処理 

新年度の更新処理を実行する前に必ずデータのバックアップを取ってください。 

 

1. 新年度更新処理１（卒業生の削除） 

 補助作業の中の「新年度更新処理１」のボタンを押します。 

 卒業生の運用番号を範囲指定して、実行します。 

 この処理を実行すると、生徒名や貸出記録など関連するデータはすべて削除されますが、未返

却のある生徒は削除されません。 

 
【注意】 

 この処理を実行すると、Book フォルダーの中にある利用者のテーブルや貸出記録など図書館

ソフトの運用に関係するデータが削除されます。必ずデータのバックアップコピーを取ってか

ら実行してください。 

 留年する生徒がいる場合は、“利用者登録”の画面であらかじめ運用番号を上記指定の範囲以

外の番号に変えてから実行してください。 

例）29901   2 年 99 組 1 番 

 

 

  



2. 新年度更新処理２（クラス替え） 

① 新学年の生徒番号を入力してください。 

入力方法は、手による入力と、ＣＳＶファイルでの入力も出来ます。 

② すべての新学年の生徒番号が入力できたら「実行」ボタンを押して下さい。 

 

③ 新入生の受け入れは、「利用者登録」の画面で行ってください。 

 

【注意】 

 新しい運用番号がすべて設定される前に「実行」すると、新旧の運用番号が混在することにな

りますので注意してください。 

 この処理を実行すると、データの復元は出来なくなります。必ずデータのバックアップコピー

を取ってから実行してください。 

 

 

  



3. CSVファイルによる読み込み 

 在校生のクラス替えは、下図のような旧運用番号と新運用番号の対応表をエクセルで作成して、

ＣＳＶ（カンマ区切り）で保存して下さい。 

 

【手順】 

 

1. CSV 出力を実行して、エクセルで開きます。 

seito_No2 の列に新年度の運用番号（生徒番号）を入れます。 

 
 

2. CSV 形式で保存した後に、“CSV 入力”を実行してください。 

 

【補足】 

一行目は列項目のタイトル行です。名称は何でも構いませんが、この行が無いと正常にデータの

読込が出来ません。 

 
 

  



4. 新入生の受け入れ 

 新入生の登録は 

データ入力 ⇒ 利用者登録 の画面で行います。 

この画面で、直接行っても構いませんが、あらかじめ用意した CSV ファイルでの読み込みが

便利だと思います。 

 
 

【CSV 入力の手順】 

1. 次のような新入生のデータを用意して、CSV 形式で保存してください。 

 
2. 補助作業の中にある“CSV 入力”でこのファイルを読み込みます。 

【注意】 

 固定番号は、データテーブル間を連結するキー項目ですので、運用途中での変更は絶対にしな

いでください。また、固定番号が重複すると“エラー”が発生します。 

 画面が閉じられなくなった場合は、タスクマネージャーを開いて、図書館ソフトを強制的に閉

じてください。 

 CSV ファイルの中に項目名の中に改行があると正常に CSV 読込が出来ません。最悪の場合は

データの復元が出来なくなりますので、必ずデータのバックアップを取ってから CSV 入力を

行ってください。 

  



5. 利用者のバーコード印刷について 

 新年度の利用者の登録が終わったら、最後に利用者のバーコードを印刷してください。 

 個人カードで運用している場合は、新入生のみのカード作成になります。 

 クラス別のバーコード一覧表を作成している場合は、全学年の一覧表を新しく作ってください。 

 

 

 

6. 初期設定メニューの確認 

初期設定画面に入り、西暦年度を変更してください。 

 
 

 

 

 

以上が新年度の最初に行う作業です。 
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